
1

1 ㋒ とぶ　2 ㋑ ほえる　3 ㋑ さく　4 ㋑ ふる　5 ㋒ およぐ　6 ㋐ なく　7 ㋑ もえる　

8 ㋒ 光る

見て あげる ところ

えらんだ あとで 文を 声に 出して 読むと、おかしい ところに 自分で 気づけます。

つぎの 1まい: 「いつ・どこで・何を」 (k2-66)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-65

だれが・どうする
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

何を する
かな



1

1 ア　2 イ　3 ウ　4 エ　5 オ

2

6 ウ　7 ア　8 イ　9 エ　10 オ

見て あげる ところ

「いつ？」「どこで？」と 聞いて、答えに なる ことばを さがします。

「いつ・どこで・だれが・何を・どうした」が そろうと、くわしい 文に なります。日記

を 書く ときにも つかえます。

つぎの 1まい: 「ならべて 文を 作ろう」 (k2-67)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-66

いつ・どこで・何を
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

いつ？ どこで？



1

1「ねこが」　3「おいかけた」　2「ねずみを」

2

1「日曜日に」　5「買った」　3「母が」　2「店で」　4「やさいを」

見て あげる ところ

ならべた あとで、文に して 声に 出して 読んで みましょう（ねこが ねずみを おいかけ

た。など）。

つぎの 1まい: 「そして・でも・だから」 (k2-68)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-67

ならべて 文を 作ろう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

じゅんばんに
ならべよう



1

1 ㋐ そして　2 ㋑ でも　3 ㋒ だから　4 ㋐ そして　5 ㋑ でも　6 ㋒ だから　7 ㋑ でも　

8 ㋒ だから

見て あげる ところ

つづけて する ことは「そして」、思って いたのと ちがう ことは「でも」、わけと けっか

は「だから」。

3・6・8は 前の 文が「わけ」、後の 文が「けっか」なので「だから」です。

つぎの 1まい: 「じゅんじょの ことば」 (k2-69)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-68

そして・でも・だから
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

前と 後の
つながりは？



1

3「それから、ごはんを 丸く にぎります。」　1「はじめに、手を 水で ぬらします。」　4

「さいごに、のりを まきます。」　2「つぎに、手に ごはんを のせます。」

2

5 はじめに　6 つぎに　7 さいごに

見て あげる ところ

生活の 中の「する じゅんばん」（はみがき・きがえ など）を、このことばで 話して みる

と 力が つきます。

つぎの 1まい: 「二つの 文を 一つに」 (k2-70)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-69

じゅんじょの ことば
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

はじめに、
つぎに…



1

1 ㋒ ふったので　2 ㋒ 走ったけれど　3 ㋐ あらって　4 ㋒ いたかったので　5 ㋐ 食べた

けれど　6 ㋐ 読んで

見て あげる ところ

「だから」は「〜ので」、「でも」は「〜けれど」、「そして」は「〜て」に なります。

一つに した 文と もとの 二つの 文を、ならべて 読みくらべて ください。いみが 同じな

ら 正かいです。

つぎの 1まい: 「日記の 組み立て」 (k2-71)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-70

二つの 文を 一つに
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

いみを
かえずにね



1

1 ①　2 ②　3 ③　4 ④　5 ⑤

2

6 ㋒ 晴れ　7 ㋐ おにぎり

見て あげる ところ

日記は「いつ・何を した・見た ものの ようす・思った こと」の じゅんに 書くと 分かり

やすく なります。

つぎの 1まい: 「手紙の 組み立て」 (k2-72)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-71

日記の 組み立て
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

何が 書いて
あるかな



1

1 ①　2 ②　3 ③　4 ⑤　5 ⑥

2

6 ㋑ ゆい　7 ㋒ 本

見て あげる ところ

手紙は「はじめの あいさつ → つたえたい こと → むすびの あいさつ → 日づけ・名前」

の じゅんに 書きます。

つぎの 1まい: 「かんさつ文の 組み立て」 (k2-73)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-72

手紙の 組み立て
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

手紙を
読んでみよう



1

1 ①　2 ②　3 ③　4 ④　5 ⑤　6 ⑥

2

7 ㋑ みどり色

見て あげる ところ

かんさつ文は、見た こと（数・色・形・大きさ）、さわった かんじ、思った ことを 分け

て 書くと 読みやすく なります。

つぎの 1まい: 「字の まちがいを 直そう」 (k2-74)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-73

かんさつ文の 組み立て
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

何に ついて
書いて ある？



1

1 わ → は　2 お → を　3 え → へ　4 わ → は　5 お → う　6 い → え　7 え → い

見て あげる ところ

一つの 文に まちがいは 一つ。「は・を・へ」と、のばす 音の 書き方に 気を つけましょ

う。

5は「おとうさん」、6は「おねえさん」、7は「せんせい」。のばす 音の 書き方は ことばご

とに おぼえます。

つぎの 1まい: 「原こう用紙の つかい方」 (k2-75)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-74

字の まちがいを 直そう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

声に 出して
読もう



1

1 ○　2 ×　3 ○　4 ○　5 ○　6 ○　7 ×　8 ○

見て あげる ところ

名前は だい名の つぎの 行の 下の ほうに 書きます。だんらくの はじめは 一ます あけま

す。

つぎの 1まい: 「読みかえして 直そう」 (k2-76)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-75

原こう用紙の つかい方
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

正しい？
まちがい？



1

1 ㋑ ぼくは 公園へ 行きました。　2 ㋑ 雨が ふった。だから、かさを さした。　3 ㋑ わた

しは 二年生です。毎日 学校へ 行きます。　4 ㋐ わたしの ゆめは、パンやさんに なる こと

です。　5 ㋑ きのう 雨が ふりました。今日は 晴れました。　6 ㋑ 先生が、「おはよう。」と

言いました。　7 ㋐ 明るい 月が 見える。　8 ㋑ とおくの 山が 見える。

見て あげる ところ

「は・を・へ」、丸と 点、文の おわりの そろえ方、つなぎことばを たしかめよう。

4は「ゆめは」と「なりたいです」が つながりません。「ゆめは …ことです」と そろえま

す。

3は 文の おわりを「です・ます」に そろえます。

つぎの 1まい: この たんげんは おしまい

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-76

読みかえして 直そう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

正しい 文は
どっち？


